
 青谷は梅の名産地！大きな木を一本丸ごと任された生

徒たちは、梅とりに没頭。あっという間に２かごが満杯

になりました！ 

 梅は丁寧に加工し、砂糖と一緒に付け込んでいます。

「早くジュースにならないかな～♪」 

      

     「総合的な学習の時間で培った力」   
  

病弱教育部総括主事   牛田 聖一郎 
 

 

 ５月下旬には２名が転入し 中学部の生徒５名で学習を積み重ね、１学期を無事に終

えることができました。京都府教育委員会、各市町村の教育委員会、各地域の教育局、

各小中学校等におきましては、連携をしていただきありがとうございました。 

 さて、この１学期生徒達は、様々な体験をしました。中学部３年生は修学旅行、２年

生は校外学習、全員で行った梅林での梅採りの学習等を行いました。生徒達は、先生や

仲間と学習を取り組む中で「自分で興味あることを調べ、行動す

る。仲間や先生とともに一番いい方法を考える。」などの学習を

しました。 

 修学旅行の取組で中学部３年生は、自分の興味のある場所を選

び、２泊３日の行程を考えました。そして、興味のある場所を調

べ、しおりを先生と共に作成しました。旅行先では、デジタルカ

メラで写真撮影をし、それをもとにプ

レゼンテーションソフトを使って原稿を作成し、参観日に保

護者に発表しました。 

 中学部２年生は、京都水族館に行きました。調べ学習で、

水族館で興味のある魚を調べ、自分に合った発表方法を選

び、模造紙で壁新聞のようにまとめる生徒やパソコンを使っ

て作成する生徒など様々でした。参観日で発表の時には、他

の生徒や先生、保護者からの質問にも受け答えをして、自信

を持った発表ができました。 

 地域の梅林園での梅採りでは、質問などを考え、質問する

こともできました。またお礼の手紙を書くなどの取り組みも行い、社会的なマナーも身

につけようとしています。 

 ３つの取り組みの例をあげましたが、外に出ての学習は、日頃の学習とは違った地域

との接点や社会との接点があり、その中で生徒達は達成感を持

ち、自信をつけています。参観日での発表の様子を見ているとと

ても明るく、いきいきとしていました。発表が終わった後は、達

成感のある笑顔が見られました。 

 今後も、地域での学習や発表の場を大切にして、終わった後

の生徒達の笑顔がたくさん見られる学習を積み重ねてまいり

ます。 

  夏季休業中の８月１日には、隣接の、独立行政法人国立

病院機構南京都病院と連携し、「肥満サマースクール」を開催します。

病院と本校のことを知っていただき、児童生徒の心身の健康面での

支援をする機会にしたいと思っております。 

 ２学期も御支援・御協力のほどよろしくお願いいたします。  
   

 
ねらい 内     容 

グルー

プ別活

動 

一人一人の病気や課題を克服する力

を培う 

病状や実態に合わせた活動 

 ・体力作り 

 ・日常生活力の向上 

 ・余暇を楽しく過ごすための力の向上 

コミュ

ニケー

ション

活動 

言葉や、他者と関わる基本的な力を

高める 

・ストレスに強くなる学習（ストレスマネジメント） 

・さわやかな自己主張の仕方（アサーショントレーニング） 

・人とうまくつきあうための言葉や態度（ソーシャルスキル） 

・リラックス法 

心と体

の学習 
病気やストレス、障害に対する理

解と対処の仕方、家での過ごし方を

知る  

 

自身の病状や今後の生活についての対処法などの学習  

 6月22日と29日に重心教育部

の友達に会いに行く「Ｙｏｕ遊タ

イム」がありました。事前に先生にお話を聞き、どんな授業をし

ているのかな？どんな風に接したらいいのかな？と考えながら交

流することができました。急遽、歌のリクエストがあったときに

も、みんな快く合唱し、一緒に笑顔になれた時間はとても心地の

いいものでした。 

病弱教育部の自立活動は「自分の病気や特性について学習をして、退院後もよりよく生きて

いこうとする力を養う」ことをねらいとして、ショート自立活動（火水木の朝８：３５から 

１５分間）とロング自立活動（金曜日４時間目）で構成しています。 

活動内容は、グループ別活動とコミュニケーション活動、心と体の学習を行っています。 

退院後も自信をもって生活していけるように以下のような活動をしています。 

７月２３日（月）～２７日（金） 補充学習 

８月２７日（月）     ２学期始業式 

９月２９日（土）       体育大会 

１０月 １日（月）         代休 

１１月 ２日（金）～３日（土）学習発表会 

    ５日（月）         代休 

１２月２０日（木）     ２学期終業式 

教育相談のご案内 

本校では、地域支援コーディネーターが、さまざまなご相談に

応じさせていただいています。 

 慢性疾患・虚弱体質・肥満等のお子さんとその保護者や先生

が悩んでおられること、病院に入院して病気の治療を受けなが

ら学習を継続させるにはどうしたらいいか等、ご相談くださ

い。 

  また、不登校や発達障害などで対応に悩んでおられる場合に

も教育相談をさせていただいています。 

お気軽に連絡してください。  

 

【相談実施日】随時ご相談に応じます。 

【相談担当者】本校地域支援コーディネーター  

  玉村 総枝 

         山﨑 雅美 

【申し込み・お問い合わせ】 

 京都府立城陽支援学校  

    地域支援センター「サポートJOYO」 

 電話 0774-53-7100   FAX 0774-53-4044  


